
 

 

 

                                      

                            

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

  

 

 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

５歳児（道） 

・友だちとのつながりを深める中で、自分の思いや考 

 えを表しながら遊びを楽しむ。 

４歳児（和） 

・自分で出来ることを進んで取り組み、出来た喜びを 

感じる。 

３歳児（愛） 

・友だちに思いや気持ちを言葉で伝えて、様々な活動

に積極的に取り組む。 

２歳児（善・心） 

・友だちや保育者と一緒に、言葉のやりとりをしなが

ら遊びを楽しむ。 

１歳児（清・明・輝） 

・保育者や友だちと関わりを深めながら遊びを楽し

む。 

０歳児（純） 

・友だちへの関心が強まり、関わって遊んだり一緒に

いることを楽しんだりする。 

 

暦の上では春ですが、まだまだ寒さが続くこの頃。 

子どもたちは、肌に触れる冷たい風に頬や鼻を赤らめ 

ながら、元気に遊んでいます。戸外で遊んだ後や食事 

の前など、しっかり手洗いうがいを行い、感染症予防 

を行っていきます。 

 

 

節分・豆まきのつどい  

節分とは、立春、立夏、立秋、立冬など、季節の変わり目の前日のことをいい、

江戸時代以降は特に立春の前日を指すようになりました。今年は、暦のずれの

影響で、１２４年ぶりに２月２日が節分になります。次回２月２日が節分にな

るのは、２０２５年です。 

旧暦では、立春が新年の初めとされていたため、新年の前日という特別な日

に、災いを入り込ませないようにする様々な儀式を行いました。その代表的な

ものが豆まきで、豆は「魔目」に通じ、鬼の目を打つという意味があります。 

保育園では、２月２日（火）に豆まきを行い、自分たちで作った鬼のお面をか

ぶって「鬼は外！福は内！」と元気に鬼を追い払います。 
                  

保育目標 

 

クラス懇談会  

 

 

 

  

 

 

 
 

 

光の子 
学 園 だ よ り 

 
 

こころの日保育目標 

今月の行事予定 

 

 

               ひなたぼっこ 

  

 

 様々な経験を通して日々成長している子ど

も達。その成長の過程を多角的な視点で感じて

頂く成長展を行います。１月に緊急事態宣言が

再発令した状況を鑑み、今年度は、作品の持ち

帰りと動画配信という形で実施致します。ご家

庭でお子様と一緒にたくさん会話をしながら、

お楽しみください。 

作品持ち帰り日：令和３年２月５日（金） 

動 画 配 信 日：令和３年２月６日（土）～ 

   

 第５７５号 

令 和 ３ 年 ２ 月 １ 日   

光 明 第 四 保 育 園 

                       

 

２月 

１日（月） セカンドステップ(和・道) 

２日（火） 節分 

      豆まきのつどい 

３日（水） 初午 

６日（土） ひかりの子どもの成長展 

８日（月） 針供養 

身体測定(幼児) 

９日（火） 身体測定(乳児) 

１１日（木）  建国記念日 

       

 

 

１３日（土）涅槃会 

１５日（月）保護者懇談会(リモート:和・愛) 

１６日（火）茶道（和） 

１７日（水）保護者懇談会(リモート：心) 

１８日（木）保護者懇談会(リモート：輝) 

１９日（金）保護者懇談会(リモート：純)      

２３日（火） 天皇誕生日 

２６日（金）誕生会 

 

２５日（木） みなみのひろば 

２７日（土） クラス懇談会（リモート） 

 

ひかりの子どもの成長展 

 クラス懇談会を行います。普段の園でのお子

様の様子やご家庭での様子など、リモートで一

緒にお話ししたいと思います。是非ご参加くだ

さい。Zoom の ID 等詳細は、後日お知らせい

たします。 

  

      

    

 

 

 

 

 

 

落ち着いて過ごそう 

 

※避難訓練・不審者対応訓練は、予告なしで行います。 

 

        （０・２歳児保護者様より） 

 少しずつお喋りが上達してきた次男くん（１

歳７か月）が「とんとんとんとん」と言いながら

遊んでいたら、長男くん（３歳１か月）が「ひげ

じいさん！」「こぶじいさん！」と合いの手を入

れてくれました。歌い終わると次男くんは満面

の笑みで嬉しそうにしていました。 

 

 

 

 


